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I図1
企画展「オプジェクト・ポートレイト」ポスター

企
画
展
「
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
」

―
つ
は
、

ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト
と
い
う
作
家
に
よ
る
、
写

現
代
陶
芸
の
批
評
家
の
ガ
ー
ス
・
ク
ラ
ー
ク
は
、
陶
磁
器
が
ご
く
表
面
的
に
鑑
賞
さ
れ
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
〔
凸
。
た

し
か
に
一
目
見
て
、
瓶
や
、
鉢
、
椀
、
皿
と
い
う
、
器
の
種
類
を
確
認
し
た
だ
け
で
理
解
し
た
気
に
な
り
、
そ
れ
以
上
の
探
求
を
止
め
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
、
ク
ラ
ー
ク
の
言
う
と
お
り
し
ば
し
ば
起
こ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
道
具
と
し
て
身
近
に
用
い
る
や
ぎ
も
の
は
、
用
途

に
よ
っ
て
造
形
が
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
ク
ラ
ー
ク
が
同
時
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
や
き
も
の
は
線
、
形
、

輪
郭
、
質
感
、
量
感
な
ど
の
美
学
的
観
点
か
ら
、
高
度
に
複
雑
な
も
の
で
も
あ
る
。

著
者
の
所
属
す
る
大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館
は
、
中
国
陶
磁
や
韓
国
陶
磁
を
中
心
に
近
現
代
の
陶
芸
作
品
ま
で
、
世
界
各
地

の
様
々
な
時
代
の
や
き
も
の
を
所
蔵
し
、
展
示
し
て
い
る
。
企
画
展
「
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
O
b
j
e
c
t
Portraits b
y
 E
r
i
c
 

Zetterquist
」
は
、
同
館
の
所
蔵
品
を
撮
影
し
て
制
作
さ
れ
た
エ
リ
ッ
ク
・
ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト
の
作
品
を
紹
介
す
る
展
覧
会
で
あ
る
。
本

稿
で
は
、
著
者
の
担
当
し
た
同
展
覧
会
を
と
り
あ
げ
て
、
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
見
る
の
か
、
あ
る
い
は
見
せ
る
の
か

と
い
う
問
い
を
出
発
点
と
し
て
、
芸
術
創
造
に
お
け
る
美
術
館
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
る

[
3
。

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
展
は
、
現
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活
動
す
る
エ
リ
ッ
ク
・

ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト

E
r
i
c
Zetterquist 
(
一
九
六
二
）
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
・
シ
リ
ー
ズ

を
日
本
で
初
め
て
紹
介
す
る
展
覧
会
と
し
て
、
二

0
一
八
年
―
二
月
八
日
か
ら
翌
年
二
月
―
一
日
ま
で

大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館
（
以
下
、
東
洋
陶
磁
美
術
館
）
で
開
催
さ
れ
た
属
1
]
。
展
示
さ
れ
た
彼
の
作

品
は
、
二

0
一
六
年
に
同
館
の
所
蔵
す
る
陶
磁
器
を
撮
影
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
抽
象
化
さ
れ
た

対
象
が
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
（
白
黒
）
で
表
現
さ
れ
て
い
る
涵
2
]
。
な
お
展
覧
会
で
は
、
被
写
体
と
さ
れ
た

陶
磁
器
も
、
同
時
に
展
示
さ
れ
た
属
3
]
。

こ
の
展
覧
会
に
は
、
二
つ
の
側
而
が
あ
る
。
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図3I 
青磁八角瓶、官窯、南宋時代・ 12~13世紀、 h:21.0 cm 

大阪市立東洋陶磁美術館蔵（ゼッタクイストの撮影による作

品制作のもととなった写真）

図21
エリック・ゼッタクイスト〈青磁八角瓶〉2016年、

138.4 X 100.1 cm 
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真
技
術
を
用
い
た
新
し
い
芸
術
表
現
を
紹
介
す
る
こ
と
。
も
う
―
つ
は
、

同
時
に
展
示
さ
れ
る
被
写
体
と
な
っ
た
陶
磁
器
を
、
写
真
家
の
目
を
通
し

て
捉
え
直
す
と
い
う
側
面
で
あ
る
。
両
者
は
不
可
分
に
展
覧
会
を
構
成
し

て
い
る
。
つ
ま
り
同
展
覧
会
は
、
現
代
美
術
と
、
過
去
の
時
代
に
制
作
さ

れ
た
陶
磁
器
と
い
う
、
独
立
し
て
存
在
す
る
芸
術
作
品
の
相
互
の
関
係
性

を
提
示
す
る
展
覧
会
で
も
あ
る
。

古
陶
磁
へ
の
眼
差
し

東
洋
陶
磁
美
術
館
の
展
示
は
、
通
常
、
美
的
な
「
鑑
賞
」
を
前
提
と
し

て
お
り
、
展
示
品
で
あ
る
陶
磁
器
は
、
周
り
に
影
響
さ
れ
ず
に
、
陶
磁
器

そ
の
も
の
と
し
て
「
鑑
賞
」
さ
れ
る
よ
う
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
色
彩
、
形
状
、
質
感
そ
の
も
の
を
味
わ
う
よ
う
な
「
鑑
賞
」
の
し

か
た
は
、
陶
磁
器
を
日
用
の
道
具
と
し
て
使
用
す
る
と
き
の
態
度
と
は
、

全
く
異
な
る
態
度
で
あ
る
と
言
え
る
。

国
宝
の
油
滴
天
目
茶
碗
（
建
窯
、
南
宋
時
代
）
を
例
に
と
ろ
う
。
特
別

展
「
黄
金
時
代
の
茶
道
具
一
七
世
紀
の
唐
物
」
（
二

0
一
五
年
）
で
は
、

油
滴
天
目
茶
碗
と
と
も
に
、
附
屈
す
る
天
目
台
三
点
、
仕
覆
二
点
、
添
え

状
、
さ
ら
に
箱
書
き
が
展
示
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
同
展
で
青
磁
鳳
凰
耳
花

生
（
龍
泉
窯
、
南
宋
時
代
）
は
、
床
の
間
を
思
わ
せ
る
空
間
で
、
軸
と
と
り

あ
わ
せ
て
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
平
常
展
で
は
、
附
属
品
は
ほ
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I図4
特集展「宋磁の美」における展示

と
ん
ど
展
示
さ
れ
る
機
会
が
な
い
。
さ
ら
に
特
集
展
「
宋
磁
の
美
」
（
二

0
一
六
年
）
で
は
、
側
面
の
斑
紋
を
見
や
す
く
す
る
た
め
、
茶
碗

を
鏡
の
上
に
慣
い
て
展
示
し
た
涵
4
]
。
こ
の
よ
う
に
展
示
方
法
の
違
い
に
よ
っ
て
、
前
者
は
作
品
の
、
伝
世
の
茶
道
具
と
し
て
の
側
面

を
強
調
し
、
後
者
は
、
表
而
の
色
や
模
様
、
形
な
ど
に
視
線
を
誘
導
す
る
展
示
と
な
る
。
通
常
鑑
賞
者
は
、
後
者
の
展
示
方
法
で
作
品
を

見
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

東
洋
陶
磁
美
術
館
設
立
の
発
端
と
な
っ
た
安
宅
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
二

0
世
紀
の
後
半
に
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
近
代
的
な
芸
術
的

価
値
観
の
影
響
を
強
く
受
け
な
が
ら
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二

0
世
紀
に
か
け
て
形
成
さ
れ
た
東
洋
陶
磁
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
再
構
築
し

た
」
も
の
と
し
て
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
視
点
に
よ
る
や
き
も
の
の
評
価
を
強
く
反
映
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
[
f
]

。

一
九
世
紀
後
半
以
降
、
そ
れ
ま
で
一
般
に
は
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
、
紫
禁
城
の
皇
帝
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
代
表
さ
れ
る
伝
世
品
や
、
墳
墓
か
ら
、
ま
た
鉄
道
工
事
を
き
っ
か
け
に
出
土
し
た
や
き
も
の
が
美
術
市
場
に
紹
介

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
ま
ず
欧
米
を
中
心
に
展
覧
会
や
書
籍
を
通
じ
て
認
識
さ
れ
、
同
時
代
の
芸
術
潮

流
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
そ
の
造
形
的
魅
力
を
鑑
賞
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

日
本
で
は
、
一
六
世
紀
の
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
な
ど
の
記
述
を
規
範
と
し
つ
つ
、
伝
来
を
重
視
す
る
茶
道
具
と

し
て
、
や
き
も
の
の
評
価
を
お
こ
な
っ
て
ぎ
た
。
し
か
し
―

1
0世
紀
の
初
め
か
ら
、
欧
米
の
動
向
に
呼
応
す
る
よ
う

な
収
集
と
系
統
的
な
研
究
を
目
指
す
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
一
九
一
四
年
に
発
足
し
た
陶
磁
器

研
究
会
や
、
一
九
一
六
年
前
後
に
始
ま
る
彩
壺
会
は
、
初
期
の
有
力
な
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
彩
壺
会
が
初
め
て

の
編
著
書
と
し
て
刊
行
し
た
の
は
『
柿
右
衛
門
と
色
鍋
島
』
で
あ
る
[

7

]

。
彼
ら
は
「
生
活
の
状
態
が
複
雑
」
に
な
っ

た
時
代
に
は
「
茶
人
趣
味
」
の
単
純
美
よ
り
も
、
欧
米
で
評
価
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
「
強
烈
な
刺
激
」
を
持
つ
華
や

か
な
磁
器
に
魅
力
を
感
じ
る
と
言
っ
た
。
こ
う
し
た
言
動
は
、
国
内
の
み
に
通
用
す
る
基
準
で
は
な
く
、
欧
米
の
コ

レ
ク
タ
ー
と
も
共
感
で
き
る
普
遍
的
な
価
値
観
を
求
め
た
も
の
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
[
屯
]
o

彩
壺
会
の
主
要
な
人

物
で
あ
る
奥
田
誠
一
(
-
八
八
＝
―
|
一
九
五
五
）
は
、
後
に
「
写
真
術
の
進
歩
は
或
る
程
度
ま
で
器
物
の
真
相
の
表
現

を
可
能
に
し
た
」
と
い
う
認
識
の
も
と
、
写
真
の
力
を
借
り
て
や
き
も
の
の
鑑
賞
法
を
説
明
し
て
い
る
[
F
]

。
奥
田

が
「
器
物
の
真
相
」
と
し
て
、
写
真
に
求
め
た
の
は
、
言
葉
で
は
困
難
な
「
色
や
釉
の
状
態
を
表
現
」
す
る
こ
と
で
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ー

ー

ー

眉
5

あ
る
。
例
え
ば
、
仁
清
印
を
有
す
る
二
点
の
鉢
は
、
並
べ
て
一
枚
の
写
真
に
収
め
ら
れ
、
姿
と
高
台

が
写
さ
れ
て
い
る
属
5
]
[
r
]
。
奥
田
は
、
双
方
の
詳
細
な
寸
法
を
文
章
で
記
述
し
、
器
物
の
見
た
目

の
安
定
感
や
曲
線
の
美
し
さ
に
つ
い
て
、
比
較
し
な
が
ら
説
明
を
加
え
て
ゆ
く
。
こ
う
し
た
方
法

は
、
『
柿
右
衛
門
と
色
鍋
島
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
鍋
島
の
皿
を
あ
え
て
割
っ
て
実
測
し
、
全
体
の
割

合
（
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
）
か
ら
そ
の
美
し
さ
を
分
析
し
た
よ
う
な
、
彼
ら
が
「
科
学
的
」
と
称
す
る
見

方
と
共
通
し
て
い
る

3
。

彩
壺
会
の
大
河
内
正
敏
(
-
八
七
八
ー
一
九
五
二
）
が
、
「
絵
画
や
彫
刻
を
研
究
す
る
」
よ
う
に
「
日

本
陶
磁
器
の
芸
術
的
研
究
」
を
お
こ
な
う
必
要
性
を
説
い
た
の
と
同
じ
年
に
、
『
白
樺
』
誌
上
で
朝

鮮
陶
磁
が
特
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
日
。
西
洋
の
近
代
美
術
を
日
本
に
紹
介
し
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
る
同
誌
で
は
、
こ
の
前
後
の
号
で
も
挿
画
と
し
て
セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ
ッ
ホ
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン

の
絵
画
作
品
を
掲
載
し
て
お
り
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
視
点
で
や
き
も
の
を
捉
え
た
例
と
し
て
象
徴
的
で

あ
る
。
こ
の
特
集
「
李
朝
陶
磁
器
の
紹
介
」
が
、
そ
れ
ま
で
評
価
の
低
か
っ
た
朝
鮮
陶
磁
に
つ
い
て

の
価
値
観
を
転
換
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
こ
と
は
す
で
に
広
く
知
ら
れ
る
。
編
集
し
た
柳
宗
悦
（
一

八
八
九
ー
一
九
六
一
）
は
、
掲
載
し
た
一

0
点
の
挿
絵
の
う
ち
、
東
京
で
の
撮
影
分
を
野
島
康
三
（
一

ビ
ク
ト
リ
ア
ル
・
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ

八
八
九
ー
一
九
六
四
）
に
依
頼
し
て
い
る
邑
。
野
島
は
、
大
正
時
代
の
絵
画
主
義
写
真
を
代
表
す
る
作

家
と
さ
れ
、
新
興
写
真
の
雑
紙
『
光
書
』
(
-
九
一
ニ
ニ
ー
一
九
―
―
-
＝
-
)
の
発
行
で
中
心
的
な
役
割
を
担
っ

た
、
日
本
写
真
史
上
の
重
要
な
人
物
で
あ
る
。
写
真
家
と
し
て
の
活
動
と
と
も
に
、
画
廊
の
経
営
や

自
邸
で
の
美
術
展
覧
会
の
開
催
、
岸
田
劉
生
な
ど
芸
術
家
の
支
援
も
お
こ
な
い
、
そ
の
多
様
な
活
動

は
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ス
テ
ィ
ー
グ
リ
ッ
ツ
と
f
r
e
d
Stieglitz 
(
一
八
六
四
ー
一
九
四
六
）
と
の
共
通
点
と

し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
[

F

]

。
『
白
樺
』
掲
載
の
写
真
を
見
る
と
、
被
写
体
と
さ
れ
た
陶
磁
器

の
豊
か
な
膨
ら
み
を
持
つ
フ
ォ
ル
ム
が
、
不
均
一
な
陰
影
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
て
い
る
面
6
]
。
柳

は
、
「
日
本
の
今
迄
の
古
作
品
の
写
し
方
」
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
と
し
世
、
写
真
に
つ
い
て
「
写
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図
）

（前頁） I図5
奥田誠ー「陶器の證み方」102-104頁

（前頁） I図6
「白樺」 1913年9月号、 1922年9月、図5左

I ll!l7 
「エ藝」2号、 1931年2月、図VII

す
者
の
見
方
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
る
芸
術
」
だ
と
記
し
て
い
る
[
芭
o

写
真
の
役
割
を
能
動
的
に
捉
え
る
彼
の
写
真
観
は
ヽ
き

わ
め
て
現
代
的
だ
と
指
摘
さ
れ
る
F
]
。
彼
は
「
写
真
は
近
代
に
於
て
吾
々
の
直
観
を
活
か
す
重
要
な
仲
立
ち
で
あ
る
。
写
真

の
発
生
に
よ
っ
て
、
美
の
世
界
は
拡
大
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
美
し
い
写
真
無
く
し
て
将
来
美
の
教
育
は
不
可
能
で
あ
る
」

と
し
て
、
写
真
の
意
義
を
「
美
の
教
育
」
と
捉
え
て
い
る
円
。

柳
の
こ
の
言
葉
に
つ
い
て
の
分
か
り
や
す
い
具
体
例
は
、
『
エ
蒻
』
誌
上
の
彼
の
連
載
「
美
の
標
準
」
に
掲
載
さ
れ
た
挿
図

だ
ろ
う
。
毎
号
、
二
点
の
作
品
写
真
を
並
べ
て
掲
載
し
て
比
較
し
、
自
ら
の
考
え
る
工
芸
の
「
美
し
さ
」
を
説
明
し
て
い
る
。

著
名
な
作
家
に
よ
る
「
茶
趣
味
」
の
「
で
こ
ぼ
こ
し
た
」
茶
碗
よ
り
も
、
民
間
で
用
い
る
「
素
直
な
」
造
形
を
「
美
し
い
」
と

す
る
こ
れ
ら
の
写
真
は
属
7
]
[
巾
]
、
柳
の
視
点
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
対
象
の
捉
え
方
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
の
野
島
は
、
親
交
の
あ
っ
た
富
本
憲
吉
(
-
八
八
六
ー
一
九
六
一
―
-
)
の
作
品
集
の
監
修
者
と
し
て
、
一
九
三
三
年
に
再

び
陶
磁
器
を
撮
影
し
て
い
る
[

F

]

。
こ
の
作
品
集
で
は
、
壺
や
碗
な
ど
立
体
的
な
作
品
の
写
真
に
つ
い
て
背
景
に
水
平
線
が
見

ら
れ
、
ル
チ
ア
・
シ
ュ
ル
ツ
L
u
c
i
a
S
c
h
u
l
u
z
 
(
一
八
九
四
ー
一
九
八
九
）
に
よ
る
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
製
品
記
録
写
真
か
ら
の
影
響

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
[

1

]

。
同
時
に
、
こ
の
構
図
に
は
岸
田
劉
生
の
静
物
画
か
ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う

に
円
、
富
本
の
デ
ッ
サ
ン
と
同
じ
角
度
で
、
陶
磁
器
の
模
様
や
造
形
を
絵
画
的
に
捉
え
る
視
点
も
窺
え
る
。

後
に
、
岡
本
太
郎
が
縄
文
土
器
を
「
発
見
」
し
、
自
ら
撮
影
し
た
陰
影
を
強
調
し
た
土
器
の
写
真
を
著
書
に

掲
載
し
た
の
は
一
九
五
二
年
の
こ
と
で
あ
る
日
。
こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
近
代
以
降
に
や
き
も
の
の
新

た
な
評
価
軸
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
際
に
、
そ
の
視
点
を
広
く
共
有
し
伝
え
る
た
め
に
、
写
真
は
求
め
ら
れ
用

い
ら
れ
て
き
た
。

「
視
線
の
ヴ
ェ
ク
ト
ル
」

や
き
も
の
を
、
新
た
に
美
的
に
捉
え
よ
う
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
写
真
表
現
に
対
し
、

の
逆
転

ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト
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は
、
す
で
に
美
的
価
値
を
も
つ
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
陶
磁
器
を
写
し
て
い
る
。
彼
は
む
し
ろ
そ
の
写
し
方
に
よ
っ
て
、
評
価
の

定
ま
っ
て
し
ま
っ
た
過
去
の
造
形
の
な
か
に
、
現
代
的
な
魅
力
が
見
出
せ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

参
考
に
な
る
の
は
、
写
真
家
の
石
元
泰
博
(
-
九
ニ
―
ー
ニ

0
―
二
）
に
よ
る
桂
離
宮
の
写
真
で
あ
る
。
一
九
五
三
年
に
来
日
し
た
石
元

は
、
翌
年
か
ら
二
年
間
か
け
て
、
桂
離
宮
を
撮
影
し
た
連
作
を
制
作
し
て
い
る
。
桂
離
宮
は
改
め
て
記
す
ま
で
も
な
く
、
一
七
世
紀
の
初

め
か
ら
中
頃
ま
で
に
、
八
条
宮
初
代
智
仁
親
王
と
二
代
智
忠
親
王
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
別
荘
で
あ
る
。
石
元
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
生

ま
れ
、
幼
少
時
を
日
本
で
過
ご
す
が
、
一
九
三
九
年
に
は
再
び
渡
米
し
て
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
教
育
理
念
を
引
き
継
い
だ
シ
カ
ゴ
・
イ
ン
ス

テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
・
オ
ブ
・
デ
ザ
イ
ン
（
通
称
ニ
ュ
ー
・
バ
ウ
ハ
ウ
ス
）
で
写
真
を
学
ん
だ
。
彼
が
桂
離
宮
を
訪
れ
た
の
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

近
代
美
術
館
か
ら
依
頼
さ
れ
た
仕
事
の
一
っ
と
し
て
、
同
館
建
築
部
長
の
ア
ー
サ
ー
・
ド
レ
ク
ス
ラ
ー
を
案
内
す
る
た
め
で
あ
る
。
シ
カ

ゴ
の
街
で
、
ミ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ロ
ー
エ

L
u
d
w
i
g
M
i
e
s
 van d
e
r
 R
o
h
e
 (
一
八
八
六
ー
一
九
六
九
）
の
建
築
に
親
し
ん
で
い
た
と
い

う
石
元
は
、
桂
離
宮
の
「
白
い
面
を
水
平
垂
直
に
分
割
す
る
黒
み
が
か
っ
た
柱
、
鴨
居
、
手
摺
な
ど
の
造
り
出
す
平
面
構
成
」
と
「
デ
ィ

テ
ー
ル
の
驚
く
べ
き
斬
新
さ
」
の
中
に
「
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
」
を
見
出
し
た
と
い
う
[
?
。
後
年
、
建
築
家
の
磯
崎
新
(
-
九
―
―
―
―
|
）
は

石
元
の
写
真
を
「
桂
離
宮
が
モ
ン
ド
リ
ア
ン
に
み
え
る
！
視
線
の
ヴ
ェ
ク
ト
ル
が
逆
転
し
て
い
る
」
と
評
し
て
い
る
丑
。
つ
ま
り
「
モ

ン
ド
リ
ア
ン
の
平
面
分
割
の
方
式
が
、
そ
っ
く
り
建
物
の
立
面
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
が
、
ニ
ュ
ー
バ
ウ
ハ
ウ
ス
経
由
の
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク

に
よ
っ
て
、
説
得
力
を
持
っ
て
示
さ
れ
た
」
と
し
、
石
元
の
写
真
に
よ
っ
て
、
桂
離
宮
の
造
形
の
な
か
に
モ
ン
ド
リ
ア
ン
と
の
共
通
す
る

構
成
を
見
出
し
た
と
述
べ
た
[
芭
o

同
時
に
ヽ
桂
離
宮
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
見
方
は
ヽ
当
時
の
美
意
識
に
よ
る
選
択
だ
と
指
摘
し
て
い

る
[
芭
o

選
択
と
は
具
体
的
に
は
ヽ
写
真
の
フ
レ

l
ム
か
ら
書
院
の
屋
根
が
意
図
的
に
外
さ
れ
て
い
る
と
い
う
カ
メ
ラ
ヮ
l
ク
の
こ
と
を

指
す
。
ま
た
当
時
の
美
意
識
と
は
、
写
真
集
の
共
著
者
で
あ
る
丹
下
健
三
(
-
九
―
I

I

一ーニ

0
0
五
）
が
関
心
を
持
っ
て
い
た
「
弥
生
的
な

文
化
形
成
の
伝
統
」
と
「
縄
文
的
文
化
生
成
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
の
衝
突
で
あ
り
[
芭
ヽ
何
ょ
り
も
丹
下
と
石
元
が
共
有
し
て
い
た
、
近

代
建
築
の
規
範
と
さ
れ
た
「
構
成
的
な
美
」
を
指
し
て
い
る
。

磯
崎
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト
の
作
品
は
「
現
代
の
美
意
識
」
に
よ
る
「
選
択
」
に
よ
っ
て
、
陶
磁
器
の
美
を
見
出
す

も
の
で
あ
る
。
次
節
か
ら
は
、
ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト
に
よ
る
東
洋
陶
磁
美
術
館
で
の
制
作
を
中
心
に
、
そ
の
「
美
意
識
」
と
「
選
択
」
に
つ

い
て
彼
の
立
場
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
が
や
き
も
の
の
鑑
賞
と
い
か
に
関
連
す
る
か
を
考
え
た
い
。

ー
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〈青磁劃花葉文八角水注》

2016年、 55.Bx 66.4 cm 

l図9
青磁劃花葉文八角水注、

北宋時代、龍泉窯、 h:22.6 cm、

大阪市立東洋陶磁美術館蔵

（写真：六田知弘）

す
ア
ー
ト
」

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
の
制
作

ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト
の
連
作
「
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
」
は
、
文
字
ど
お
り
モ
ノ
の
肖
像
で
あ
り
、
同
展
覧
会

に
お
い
て
は
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
作
ら
れ
た
陶
磁
器
の
肖
像
で
あ
る
。
ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト
に
よ
る
と
こ
れ
は
「
尽
く

で
あ
り
、
作
家
の
自
己
主
張
と
し
て
の
ア
ー
ト
な
の
で
は
な
い
。
作
家
は
た
と
え
ば
次
の
よ
う
に
説
明
し
て

私
は
、
今
日
容
易
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
抽
象
表
現
を
用
い
て
、
私
が
昔
か
ら
主
題
と
し
て
き
た
造
形
に

よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
、
古
代
の
美
の
理
想
を
伝
え
る
い
わ
ば
観
賞
者
た
ち
の
「
目
を
蝙
し
て
」
理
解
し
て

も
ら
う
の
で
あ
る
。
[
芭

彼
が
「
主
題
と
し
て
き
た
造
形
」
と
は
、
過
去
の
時
代
に
制
作
さ
れ
た
陶
磁
器
の
こ
と
を
指
す
。
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る

「
古
代
の
美
の
理
想
」
を
、
現
代
の
抽
象
表
現
を
用
い
て
、
今
日
で
も
共
感
で
き
る
も
の
だ
と
伝
え
る
こ
と
が
自
ら
の
制

作
の
立
場
だ
と
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト
の
創
作
活
動
は
、
制
作
の
プ
ロ
セ
ス
と
作
家
の
意
識
の
双
方
に

お
い
て
、
陶
磁
器
と
い
う
他
の
芸
術
作
品
と
関
わ
る
こ
と
で
成
り
立
つ
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
同
時
に
、
制
作
さ
れ
た

彼
の
作
品
は
、
写
真
の
技
術
を
用
い
た
平
面
作
品
と
し
て
、
独
立
し
た
ア
ー
ト
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト
は
、
影
響
を
受
け
た
対
象
と
し
て
次
の
三
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
ず
、
現
代
美
術
家
の
杉
本
博
司

（
一
九
四
八
ー
）
、
次
に
宋
時
代
の
陶
磁
器
、
そ
し
て
ハ
ー
ド
・
エ
ッ
ジ
の
代
表
的
な
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
エ
ル
ズ
ワ
ー

ス
・
ケ
リ
ー

E
l
l
s
w
o
r
t
h
K
e
l
l
y
 
(
一
九
ニ
―
1

一ーニ

0
一
五
）
で
あ
る
邑
。
ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト
は
、
一
九
九
二
年
ま
で
の
一
〇

年
間
、
写
真
家
で
あ
り
、
か
つ
古
美
術
商
を
営
ん
で
い
た
杉
本
の
も
と
で
助
手
と
し
て
働
い
た
。
そ
の
後
、
独
立
し
て

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
ス
タ
ジ
オ
を
開
い
て
お
り
、
彼
が
「
エ
レ
ガ
ン
ス
」
と
い
う
言
葉
で
称
賛
す
る
宋
時
代
の
陶
磁
器
は
、
自



論考 026 
宮川智美 現代写真と古陶磁

ー

ー

ら
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
長
年
扱
っ
て
き
た
作
品
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
前
二
者
は
、
長
期
に
わ
た
り
作
家
が
直
接
関

わ
っ
て
き
た
対
象
で
あ
る
。
東
洋
陶
磁
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、
彼
が
被
写
体
と
し
て
選
ん
だ
作
品
に
は
、
明
ら
か
に
偏
り
が

あ
っ
た
。
朝
鮮
陶
磁
で
は
粉
青
、
中
国
陶
磁
で
は
元
時
代
以
降
の
青
花
や
五
彩
の
作
品
は
選
ば
れ
ず
、
陶
磁
器
の
表
面
に
描
か
れ
た
文
様

が
と
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
宋
時
代
の
作
品
は
数
多
く
選
ば
れ
て
い
る
。

最
後
に
挙
げ
る
エ
ル
ズ
ワ
ー
ス
・
ケ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
・
シ
リ
ー
ズ
の
、
白
と
黒
で
明
確
に
分
割

さ
れ
た
作
品
の
構
成
が
、
ケ
リ
ー
の
作
品
と
類
似
す
る
。
ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト
の
作
品
は
、
ケ
リ
ー
か
ら
の
影
響
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で

に
も
ア
メ
リ
カ
の
抽
象
表
現
主
義
絵
画
や
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
作
品
と
の
関
連
を
指
摘
さ
れ
て
き
た
丑
。
作
品
の
色
面
の
境
界
に
見
ら
れ

る
、
手
で
描
い
た
か
の
よ
う
な
「
ゆ
ら
ぎ
」
や
、
絵
具
の
滲
み
の
よ
う
な
質
感
は
、
バ
ー
ネ
ッ
ト
・
ニ
ュ
ー
マ
ン

Barnett
N
e
w
m
a
n
 (I
 

九
0
五
ー
一
九
七
0
)
の
作
品
を
意
識
し
た
も
の
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
日
。
ま
た
、
撮
影
時
に
お
け
る
照
明
の
使
用
方
法
を
念
頭
に
、
蛍

光
灯
を
用
い
た
作
品
で
知
ら
れ
る
ダ
ン
・
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン

D
B
F
l
a
v
i
n
(
一
九
一
―
―
―
―
-
|
―
九
九
六
）
と
、
陶
磁
器
作
品
と
を
橋
渡
し
す
る
表

現
だ
と
評
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
[
⑳
悶
つ
ま
り
、
彼
の
表
現
様
式
は
二

O
世
紀
後
半
の
抽
象
表
現
を
踏
ま
え
て
い
る
o

一
方
で
、
ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト
作
品
の
制
作
技
術
の
現
代
性
は
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
る
。
彼
の
作
品
は
技
術
的
に
は
、
撮
影
し
た
写
真
に

デ
ジ
タ
ル
加
工
を
施
し
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー
で
出
力
し
て
制
作
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
《
青
磁
八
角
瓶
》
は
、
宋
時
代
の
山

水
画
を
意
識
し
て
、
水
黒
の
筆
致
を
思
わ
せ
る
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
涵
2
]

団
。
こ
れ
は
撮
影
時
に
片
側
か
ら
照
明
を
強
く
当
て
て
生

じ
た
陰
影
に
基
づ
く
線
で
あ
る
属
3
]
。
こ
の
ほ
か
、
陶
磁
器
の
一
部
分
の
拡
大
や
、
シ
ル
エ
ッ
ト
の
利
用
、
ま
た
透
し
彫
り
や
把
手
な

ど
の
空
間
や
、
口
縁
部
や
高
台
の
み
を
、
線
も
し
く
は
面
で
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
方
法
な
ど
が
と
ら
れ
て
い
る
属
8
.
9
]
。
ゼ
ッ
タ
ク
イ

ス
ト
は
、
均
整
の
と
れ
た
造
形
に
見
ら
れ
る
焼
成
時
の
微
妙
な
ゆ
が
み
を
、
陶
磁
器
の
作
者
が
意
図
し
た
以
上
の
興
味
深
い
造
形
と
し
て

賞
賛
し
、
あ
え
て
ゆ
が
み
を
際
立
た
せ
る
よ
う
な
作
品
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
三
次
元
の
立
体
造
形
を
平
面
に
置
き
換
え
る
際
に
は
、
前

節
ま
で
で
述
べ
た
写
真
の
利
用
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
作
者
の
意
図
が
介
入
す
る
。
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
・
シ
リ
ー
ズ
の

場
合
、
ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト
が
被
写
体
に
見
出
し
た
造
形
の
美
を
表
現
す
る
た
め
の
方
法
で
撮
影
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
加
工
が
な
さ
れ
て
い

る
。
同
展
の
出
品
作
は
、
展
示
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
て
サ
イ
ズ
が
検
討
さ
れ
、
展
覧
会
に
合
わ
せ
て
二

0
一
八
年
に
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
も
の

だ
。
今
日
で
は
、
彼
が
作
品
に
求
め
る
濃
度
の
高
い
黒
色
や
、
大
き
な
サ
イ
ズ
で
の
出
力
は
、
性
能
の
高
い
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン

ー
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図10I 
青磁管耳瓶（部分）、南宋～元時代、研窯、 h:20.9 cm 

大阪市立東洋陶磁美術館蔵

（写真：六田知弘 デザイン：上田英司）

タ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
で
実
現
で
き
る
。

す
で
に
写
真
表
現
に
お
い
て
は
、
写
真
が
事
実
を
写
す
と
い
う
前
提
を
逆
手
に
と
る
表
現
や
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
り
改
変
を
加
え

た
表
現
が
発
表
さ
れ
て
き
た
[
B
]

。
鑑
賞
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト
の
作
品
を
一
目
見
て
、
陶
磁
器
を
撮
影
し
た
写
真

と
認
識
す
る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
彼
の
作
品
は
、
絵
画
的
な
表
現
の
た
め
に
、
事
実
を
写
す
と
い
う
写
真
に
対
す
る
期
待
を
抱

き
に
く
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
美
術
館
で
実
際
に
陶
磁
器
を
撮
影
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
は
、
逆
説
的
に

さ
え
思
わ
れ
る
。
写
真
が
写
す
事
実
に
依
り
な
が
ら
、
現
代
の
技
術
を
使
用
し
、
抽
象
化
し
た
絵
画
的
な
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト
の
抽
象
表
現
は
、
陶
磁
器
の
鑑
賞
の
ガ
イ
ド
と
な
り
う
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
作
品
を
導
き
と
し
て
、
陶
磁
器
の
か

た
ち
の
輪
郭
線
を
た
ど
る
よ
う
な
見
方
が
う
な
が
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
対
象
と
な
る
も
の
の
細
部
を
細
か
く
観
察
す
る
こ
と
は
、
陶
磁
器
の

理
解
に
は
欠
か
せ
な
い
が
、
ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト
は
そ
の
陶
磁
器
の
魅
力
を
自
分
の
作
品
に
よ
っ
て
わ
か
ら
せ
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

ま
た
、
作
品
の
大
き
さ
も
重
要
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
同
展
覧
会
の
出
品
作
品
は
、
展
示
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
て
サ
イ
ズ
が
決
定
さ

れ
、
大
き
な
も
の
で
は
幅
約
三
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。
こ
れ
は
抽
象
化
す
る
こ
と
で
、
被
写
体
と
さ
れ
た
陶
磁
器
の
実
際
の
大
き
さ
に
捉
わ

れ
ず
、
拡
大
縮
小
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
大
画
面
に
入
り
込
む
よ
う
に
抽
象
表
現
主
義
絵
画
と
対
峙
で
き
る
の
と
同
様
、

ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト
の
作
品
も
、
近
づ
い
た
り
離
れ
た
り
し
て
鑑
賞
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
見
方

は
、
被
写
体
が
陶
磁
器
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
陶
磁
器
を
手
に
取
り
近
づ
け
た
り
離
し
た

り
す
る
視
点
の
変
化
と
対
応
す
る
。
つ
ま
り
、
釉
薬
の
滲
み
や
質
感
を
認
識
し
た
り
、
南
宋
官
窯

や
誓
窯
の
貫
入
を
抽
象
文
様
と
捉
え
た
り
す
る
、
作
品
に
近
づ
き
繊
細
な
美
を
見
出
す
宋
時
代
以

来
の
鑑
賞
方
法
と
同
一
の
体
験
で
あ
る
属
10]
。

さ
ら
に
こ
の
鑑
賞
体
験
は
、
近
年
見
ら
れ
る
、
工
芸
の
素
材
や
技
法
を
用
い
た
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
な
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
を
、
い
か
に
工
芸
の
文
脈
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
点
に
お
い

て
も
示
唆
に
富
む
。
か
つ
て
床
の
間
が
担
っ
た
よ
う
な
、
工
芸
の
ス
ケ
ー
ル
の
基
準
あ
る
い
は
制

約
は
、
現
代
で
は
す
で
に
無
い
。
し
か
し
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
作
品
は
、
い
わ
ゆ
る
現
代
美
術
に

置
き
換
え
ら
れ
、
工
芸
史
の
な
か
で
連
続
的
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
ス
ケ
ー
ル
が
異
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な
っ
て
も
、
造
形
を
抽
象
化
し
て
捉
え
、
鑑
賞
体
験
の
共
通
性
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
過
去
に
育
ま
れ
て
き
た
作
品
鑑
賞
の
観
点
を
引
き

継
ぎ
、
重
層
的
な
工
芸
史
の
展
開
を
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト
の
作
品
は
、
現
代
の
写
真
技
術
を
用
い
て
、
二

0
世
紀
後
半
の
芸
術
様
式
に
基
づ
く
眼
差
し
で
、
過
去
に
制
作
さ
れ

た
陶
磁
器
に
対
す
る
「
視
線
の
ヴ
ェ
ク
ト
ル
」
を
逆
転
さ
せ
る
。
ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト
の
創
作
活
動
は
、
被
写
体
と
さ
れ
た
陶
磁
器
に
よ
っ

て
初
め
て
成
り
立
つ
が
、
同
時
に
抽
象
表
現
に
よ
る
彼
の
作
品
は
、
新
た
な
視
点
を
創
造
す
る
も
の
と
し
て
や
き
も
の
の
鑑
賞
に
還
元
さ

れ
て
い
る
。

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
展
に
お
い
て
興
味
深
い
の
は
、
美
術
館
の
所
蔵
品
で
あ
る
陶
磁
器
を
使
っ
て
作
品
制
作
が
お
こ
な
わ

れ
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
が
ま
た
同
じ
美
術
館
に
展
示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト
は
、
実
際
に
陶
磁
器
を
撮
影
し
て
作
品

を
制
作
す
る
。
そ
の
た
め
東
洋
陶
磁
美
術
館
の
所
蔵
品
の
よ
う
に
、
触
れ
る
こ
と
自
体
が
困
難
な
対
象
の
場
合
、
陶
磁
器
を
使
う
こ
と
が

出
来
な
け
れ
ば
彼
の
作
品
は
成
り
立
た
な
い
。
作
品
制
作
の
う
え
で
題
材
と
な
っ
た
の
は
、
例
え
ば
南
宋
時
代
の
宮
廷
向
け
陶
磁
器
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
生
み
出
さ
れ
た
作
品
は
、
ア
メ
リ
カ
抽
象
表
現
主
義
絵
画
の
文
脈
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
平
而
作
品
で
あ
る
。
完
成
し
た

作
品
を
観
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
存
在
で
あ
り
、
美
術
史
上
の
様
式
に
お
い
て
そ
れ
ら
は
無
関
係
で
あ
る
。
展
覧
会
で
は
、
両
者
を

同
時
に
観
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
そ
こ
で
作
家
ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト
の
視
点
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
作
家
は
一

体
ど
ん
な
作
品
を
選
ん
で
い
る
の
か
。
作
家
は
そ
の
作
品
の
ど
こ
を
切
り
取
っ
て
い
る
の
か
。
こ
の
よ
う
に
観
て
い
く
と
、
作
家
は
た

ん
に
切
り
取
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
分
か
る
。
い
わ
ば
、
選
択
の
眼
差
し
は
そ
の
ま
ま
批
評
の
眼
差
し
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト
は
自
分
の
作
品
を
と
お
し
て
陶
磁
器
の
美
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト
の
作
品
も
ま
た
陶
磁

器
の
存
在
に
よ
っ
て
そ
の
作
品
の
質
が
試
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
陶
磁
器
に
よ
る
批
評
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う

か
。
同
展
覧
会
の
創
造
性
は
、
展
示
空
間
に
お
い
て
、
作
品
ど
う
し
の
対
話
を
み
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ー

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
美
術
館
の
創
造
的
役
割
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c
 Zetterquist, O
b
j
e
c
t
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r
e
s
s
 2
0
1
7
)
.
 

本
稿
は
、
同
展
覧
会
を
題
材
と
す
る
性
質
上
、
展
覧
会
図
録
『
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト

c(Object
Portraits b
y
 Er
i
c
 Zetterquist" 

H
e
l
d
 at T
h
e
 M
u
s
e
u
m
 o
f
 O
r
i
g
t
a
!
 C
e
r
a
m
i
c
s
,
 O
s
a
k
a
』
（
大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館
、
二

0
一
八
年
）
所
収
の
拙
稿
「
古
陶
磁
へ
の
「
ま

な
ざ
し
』
」
及
び
そ
の
他
の
記
述
と
重
複
す
る
点
が
あ
る
。

出
川
哲
朗
「
東
洋
陶
磁
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
「
大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
東
洋
陶
磁
の
美
』
（
美
術
出
版

社
、
二

0
一
四
年
）
八
頁
。

彩
壺
會
『
柿
右
衛
門
と
色
鍋
島
』
（
現
代
之
科
学
社
、
一
九
一
六
年
）
。

木
田
拓
也
「
大
河
内
正
敏
と
奥
田
誠
一
陶
磁
器
研
究
会
／
彩
壺
会
／
東
洋
陶
磁
研
究
所
ー
大
正
期
を
中
心
に
」
『
東
洋
陶
磁
』
四
二
号

（二

0
一
三
年
三
月
）
一
五
ー
三
五
頁
。

奥
田
誠
一
「
陶
器
の
讀
み
方
』
（
創
藝
社
、
一
九
五
一
年
）
―
|
二
頁
。

同
書
、
一

0
ニ
-
1
0
四
頁
。

註

美
術
館
は
完
成
さ
れ
た
ア
ー
ト
の
終
着
点
で
は
な
く
、
現
代
の
視
点
で
常
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
意
義
を
問
い
直
し
、
創
造
を
う
な
が

し
、
か
つ
そ
れ
を
発
表
し
て
位
置
づ
け
る
場
で
あ
る
。
芸
術
創
造
に
お
け
る
美
術
館
の
役
割
を
考
え
る
と
き
、
「
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ポ
ー

ト
レ
イ
ト
」
展
は
い
わ
ば
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
高
度
な
活
用
で
あ
り
、
他
の
芸
術
と
開
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
創
造
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
美
術
館
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

宮
川
智
美
（
み
や
が
わ
・
と
も
み
）

一
九
八
七
年
生
ま
れ
。
大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館
学
芸
員
。
お
茶
の
水
女
子
大
学
博
士
後
期
課
程

単
位
取
得
退
学
。
専
門
は
、
近
現
代
陶
芸
、
近
代
工
芸
史
。
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渭
一
彩
壺
會
、
前
掲
書
、
第
五
九
図
。

屯
一
大
河
内
正
敏
「
日
本
陶
磁
器
の
藝
術
的
研
究
」
「
大
日
本
窯
業
協
会
雑
誌
』
三
0
巻
三
五
九
号
(
-
九
二
二
年
七
月
）
三
0
七
ー
三
一
四
頁
。

「
白
樺
』
一
三
年
九
月
号
(
-
九
―
―
―
一
年
九
月
）
。

咄
一
柳
宗
悦
「
挿
綸
説
明
」
『
白
樺
』
(
-
九
二
二
年
九
月
号
）
、
八
九
頁
。

F

―
東
京
国
立
近
代
美
術
館
編
「
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ス
テ
ィ
ー
グ
リ
ッ
ツ
と
野
島
康
三
』
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
）
。

竺
柳
宗
悦
「
彫
刻
窟
員
配
布
に
就
て
」
『
柳
宗
悦
全
集
』
七
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
）
三
一
七
頁
（
初
出
は
一
九
二
五
年
四
月
）
。

旧
一
柳
宗
悦
「
美
し
い
寓
員
と
は
何
か
」
「
光
書
』
一
巻
一
号
(
-
九
三
二
年
五
月
）
―
|
一
七
頁
。

1

―
光
田
由
里
「
野
島
康
三
と
柳
宗
悦
ー
白
樺
派
文
化
と
写
真
」
『
民
藝
』
六
八
二
号
（
二
0
0
九
年
一
0
月
）
二
九
ー
三
二
頁
。

旧
一
柳
、
前
掲
「
美
し
い
寓
箕
と
は
何
か
」
ニ
ハ
ー
一
七
頁
。

門
柳
宗
悦
「
美
の
標
準
そ
の
二
茶
趣
味
の
茶
碗
と
普
通
の
茶
碗
」
「
エ
藝
』
二
号
（
一
九
三
一
年
二
月
）
四
0
ー
四
一
頁
。

門
「
富
本
憲
吉
陶
器
集
』
（
私
家
版
、
一
九
三
三
年
）
。
実
際
の
撮
影
は
、
野
島
の
写
真
館
に
勤
め
て
い
た
錦
古
里
孝
治
に
よ
る
。
独
立
行

政
法
人
国
立
美
術
館
所
蔵
作
品
総
合
目
録
検
索
シ
ス
テ
ム

(
h
t
t
p
:
/
/
s
e
a
r
c
h
.
a
r
t
m
u
s
e
u
m
s
.
g
o
.
j
p
/
r
e
c
o
r
d
s
.
p
h
p
?
s
a
k
u
h
i
n
1
1
1
9
2
2
4
1
)

二
0
一
六
年
二
月
二
六
日
ア
ク
セ
ス
確
認
。

旧
一
越
前
俊
也
「
野
島
康
三
の
陶
磁
器
写
真
ー
柳
宗
悦
と
富
本
憲
吉
の
は
ざ
ま
に
あ
っ
て
」
「
美
学
芸
術
学
』
二
五
号
（
一
〔
O
-
0
年
三
月
）
一

ー
ニ
六
頁
。

旧
一
光
田
由
里
「
写
真
、
「
芸
術
」
と
の
界
面
に
ー
写
真
史
一
九
一
0
年
代
ー
七
0
年
代
』
（
青
弓
社
、
二
0
0
六
年
）
四
0
頁
。

⑳
一
岡
本
太
郎
「
縄
文
土
器
論
」
『
み
づ
ゑ
』
（
一
九
五
二
年
二
月
）
。

竺
石
元
泰
博
「
あ
と
が
き
」
「
桂
離
宮
ー
空
間
と
形
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
二
八
0
頁
。

竺
磯
崎
新
『
建
築
に
お
け
る
「
日
本
的
な
も
の
」
』
（
新
潮
社
、
二
0
0
三
年
）
三
二
六
頁
。

P

―
同
書
、
四
0
頁
。

カ
一
磯
崎
新
「
桂
ー
そ
の
両
義
的
な
空
間
」
前
掲
『
桂
離
宮
ー
空
間
と
形
』
一
0
|
―
三
頁
。

5

一
丹
下
健
三
「
日
本
建
築
に
お
け
る
伝
統
と
創
造
ー
桂
」
「
桂
・
日
本
建
築
に
お
け
る
伝
統
と
創
造
』
（
造
型
社
、
一
九
六
0
年
）
四
八
頁
。

蛇
足
な
が
ら
、
丹
下
の
論
考
に
は
挿
図
と
し
て
、
縄
文
土
偶
と
弥
生
期
の
埴
輪
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

内
一
エ
リ
ッ
ク
・
ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト
「
な
ぜ
尽
く
す
ア
ー
ト
を
制
作
す
る
の
か
」
前
掲
『
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
』
五
頁
。

竺
E
r
i
c
Zetterquist, "
C
o
n
t
e
m
p
o
r
a
r
y
 Portraits o
f
 A
n
c
i
e
n
t
 O
b
j
e
c
t
s
,
"
N
e
t
t
e
rさミ
'st
Galleries (https"b>WWW'zetterquist. c
o
m
/
 object, 

portraits'introduction)
二
0
-
六
年
二
月
二
六
日
ア
ク
セ
ス
確
認
。

?
P
a
u
l
 Sternberger, "
I
s
o
l
a
t
i
o
n
/
E
x
a
l
t
a
t
i
o
n
"
E
r
i
c
 Zetterquist's O
b
j
e
c
t
 Portraits at t
h
e
 M
u
s
e
u
m
 o
f
 O
r
i
e
n
t
a
l
 C
e
r
a
m
i
c
s
,
 O
s
a
k
a
,
"
 

A
r
t
s
 o
f
 Asia, vol. 48, no. 6
 (
N
o
v
e
m
b
e
r
/
D
e
c
e
m
b
e
r
 2
0
1
8
)
,
 9
4ー

101・

？
出
川
哲
朗
「
も
の
の
肖
像
ー
現
代
写
真
と
古
陶
磁
」
前
掲
『
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
』
八

I
-
―頁。

⑳

-
]
e
n
n
i
 S
o
r
k
i
n
^

含^
ite
L
i
g
h
t
/
 W
h
i
t
e
 H
e
a
t
:
 D
a
n
 F
l
a
v
i
n
 a
n
d
 C
e
r
a
m
i
c
s
,
"
 D
a
n
 Flavin、
to
L
u
c
i
e
 R
i
e
 a
n
d
 H
a
n
s
 Coper, M
a
s
t
e
r
 Potters、

031 特集

デザイン新潮流

(Vito S
c
h
n
a
b
e
l
 Gallery 2
0
1
8
)
,
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竺
ェ
リ
ッ
ク
・
ゼ
ッ
タ
ク
イ
ス
ト
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ノ
ー
ト
」
前
掲
『
オ
プ
ジ
ェ
ク
ト
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
』
九
三
頁
。

竺
P
o
u
l
E
r
i
k
 Tojner,̂
S^eeing w
i
t
h
o
u
t
 L
o
o
k
i
n
g
 L
o
o
k
i
n
g
 w
i
t
h
o
u
t
 Seeing," in Louisiana M
u
s
e
u
m
 of M
o
d
e
r
n
 Art, A
n
d
r
e
a
s
 G
u
r
s
k
y
 

at Louis月
dnd9(Hatje
C
a
n
t
z
 2
0
1
2
)
,
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